
 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンな栽培体系への転換サポート事業の 

現地見学会を開催 
 

東近江地域では、JA グリーン近江管内において秋冬キャベツ栽培でグリーンな栽培体系

への転換サポート事業に取り組んでいます。 

12 月５日に、事業での取組内容説明と技術検証ほの現地見学会を実施したところ、現地

検証に取り組まれた集落営農法人をはじめ、生産者や関係機関から約 30 名の参加がありま

した。 

 

最初に、秋冬キャベツ栽培における「セル成型苗への定植前リン酸施用技術」と「底面

給水育苗技術」を組み合わせた技術体系の説明を行いました。この体系により、農業者が

直面している肥料高騰対策および育苗にかかる作業時間の短縮によるコスト削減を目指し

ています。 

説明後は、検証ほ 2 か所を現地見学してもらい、栽培に取り組まれた生産者からの話を

伺いました。参加者は、「土づくりとしてのリン酸を削減しても秋冬キャベツの収量や品質

に遜色ない」と実感されました。 

 

今後は、検証ほの収量や品質調査を取りまとめ、管内生産者を参集した報告会を開催し

ます。この技術体系が管内のより多くの生産者に取り組んで頂けるよう関係機関とともに

支援していきます。 
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